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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きましては、事務局より、やさしい日本語を簡単に紹介いたします。
やさしい日本語とは、日本語を母国語としない方々へもわかりやすく、伝わりやすく配慮された日本語です。

やさしい日本語は、伝えたい内容をわかりやすく伝えることで、これが正解というものはありません。
どうしたら読み手に伝わるかを考えて、自分で作ることができます。
ここでは、やさしい日本語を作るポイントを紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
やさしい日本語を作る前に、日本語の何が難しいかを考えてみましょう。
1つ目には「漢字」。2つ目に「主語がない文章があること」、3つ目に「あいまいな表現」が挙げられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
曖昧な表現というのはどういうことでしょか。

同じ言語でも、その構成は様々です。
発言する言葉にすべての情報が含まれている文化を「低文脈文化」といいます。英語圏はて低文脈文化に入ります。
一方で、その場の状況や前後の文脈から意味を伝える文化を「高文脈文化」といいます。日本語は高文脈文化の代表です。

例を見てみましょう。
電話をかけて、田中さんと話したいとき、
高文脈文化では、「田中さんはいますか」とききます。英訳すると「Is there Mr.Tanaka？」です。話したいとは一言も言っていませんが、その状況から聞き手が田中さんと話したいのだろうと判断します。低文脈文化では、「May I speak Mr.Tanaka？」となり、文章の中に田中さんと話したいという情報が入っています。

そもそも言語が異なることで、直訳しても通じないことがあります。特に日本語の場合は、言葉の中にすべての情報はなく、文化や慣習から行間を読んでもらう必要がり、外国人にとってはとても難しい言語といえます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちが普段使う正しくて丁寧な日本語は、外国人にとって、わかりづらい日本語かもしれません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
やさしい日本語のポイント①
伝えるメッセージを絞りましょう。
上の文章から、例を削除し、伝えたいことだけに焦点を当てます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
やさしい日本語のポイント②
複雑な表現や曖昧な表現は避けましょう。

やさしい日本語にするときは、
1番、二重否定を使わない。
2番、受身表現は使わない
3番、手続きできる日を書く、もしくは、禁止であれば、「できない」とはっきり書く
5番、結構のように文脈により意味が異なる単語は使わない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
やさしい日本語③
話し言葉を優先しましょう。
丁寧な言葉ではなく、装飾のない、シンプルな表現を心がけましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
やさしい日本語④
難しい漢字や言葉はなるべく使用しない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
やさしい日本語⑤違う文化を意識して文章を作りましょう
和暦や年度は日本独自の文化です。
また、年末年始の休暇については、具体的な日付を記入しましょう。
時間は24時間表記が誤解を生みません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
やさしい日本語は正解がありません。
皆さんが読み手や聞き手の立場になり、想像することが大切です。
今見てきた5店に加え、⑥番、すべての漢字に必ずフリガナを振りましょう。
先ほど杉田先生の講義にもありましたが、ハングル語を見たときに、フリガナがふってあるだけで手掛かりになります。
漢字のままでは、読み方が変わらず検索できない言葉も、検索できるようになります。
音で聞けばわかる言葉あります。
しかしながら、すべての言葉をひらがなで書くと、どこで区切ったらよいかわからず、よみにくくなってしまうので、フリガナを振った漢字も交えて書きましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、こちらの実験を紹介します。
在住外国人を対象に、「頭部を保護してください」という指示を出した時、指示に従えたのは10.9％でした。
これを、簡単なやさしい日本語にすると、「頭を守ってください」になりますね。
頭を守るというと、頭を覆う人もいれば、ヘルメットをかぶる人もいまし、机の下に隠れる人もいますし、屋外に出る人もいるかもしれません。文化によって、頭を守る行動は異なります。
この指示を正しく伝えるためには、日本語を平易にするだけではなく、より分かりやすくするとよいでしょう。
「帽子をかぶってください」と指示をすれば、95.2％に人が、指示通りの行動をとることができました。

簡単で、相手を思いやる、易しいだけじゃなくて、優しい日本語を、是非使ってみてください。
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